
＜お昼の部＞ 
12:00-13:00 
20:00-22:00 
全学（病院を除く）で 
の計3時間のライトオフを呼びかけ、実施しました。 
これは環境省の 
教職員の皆様方、 
ご協力ありがとうございました。 
 

あいにくの雨模様で天の川を見ることができませ
んでしたが、電気を消して2時間過ごすことで、風

の音や雨の音、虫の鳴き声などに気づくことがで
きました。 
 
 
 

打ち水 
 
クーラーを使わずに涼みましょう 
 
 

短冊 
 
願い事をかいて笹に飾りましょう 

＜夜の部＞ 
Ｗｈｅｎ：19：30～
20：30 

Ｗｈｅｒｅ：人文校舎
ラウンジ

 
 
 

キャンドルナ
イト 
 

環境にやさしいカ
メヤマローソクを
500個使用。 

幻想的な空気に
包まれます。 
 

ライトオフ 
 

人文校舎内を消灯
します。 

星に願いを 

環境ISO学生委員会 

（連絡先はこちら→     
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～私たちにできること～ 

 環境省主催のライトダウンに合わせて、 
昼12:00-13:00の1時間、夜20:00-22:00の2時間、 

計3時間のライトオフを全学（附属病院を除く）で一斉に実施しました。 

 

七夕ライトダウンって?  

2008年にG8サミットが7月7日の
七夕の日に開催されたことを受
け、地球温暖化防止のため、20
時から22時にライトアップ施設
の消灯を呼び掛ける「七夕ライ
トダウン（クールアース
デー）」の取組のこと。  
（参考：環境省HP 
http://coolearthday.jp/） 
 

  3.11東日本大震災被災地の1日も早い復興
を願って。 など
省エネは私たちができることの一つです。
あなたができる省エネを短冊に宣言してみ
ませんか？命の大切さを気づかせてくれた
震災。人間だけでなく生き物に対して私達
が出来ることも考えてみませんか？ もちろ
んプライベートな願い事を書いてもOKで
す！このように呼びかけ、学内のたくさん
の方々にご参加いただきました。 

     

 日本の昔からの知恵である打ち水を
一緒にしませんか?と呼びかけました。
残念ながら朝から雨が降り続けたため
中止となりましたが、身近で伝統的な
涼の取り方を見直すきっかけとなりま
した。 

東日本大震災で被災された方への鎮魂の意味をこめて
1分間の黙祷後、2時間のキャンドルナイトを行いました。

このキャンドルナイトには、天然の植物を原料に使用し
ているカメヤマローソクのキャンドルを500個使用し、被

災地の早期復興を願って「日本元気」の文字を、三重大
学から発信するという意味を込めて「MIE-U」という文字
を作りました。    

会場には学生はもちろんのこと、子どもから大人まで
様々な年齢層の人が集まり、今や未来について語り合
いました。暗闇の中のキャンドルの光は柔らかく、私たち   
を優しく包み込んでくれているようでした。 


